
GWの過ごし方ランキング 5月は『ヒョウ』にご注意を！

おそらく、足場王スタッフのほとんどは第一位ではないでしょうか・・・（残念）

まもなくGW！皆様、今年はどうお過ごしになりますか？既に決めた方、まだ決まっ
ていない方、様々だとは思いますが、今回はある旅行会社がアンケート調査をした
『2013　GW過ごし方ランキング』をご紹介します。海外旅行がダウン、その反
面では格安航空会社の影響から北海道や沖縄を中心とした国内旅行がアップなど、
今の景気を反映した結果となっております。

第1位

第2位

第3位

第4位

第5位

！

皆様よりご好評を頂いております『足場王レンタル』ですが、表
題の通り、レンタル可能資材がかなり減ってまいりました。この
春の繁忙期に備え、3月にかなりの量の資材を追加しましたが、
それを含めても現時点で総在庫の70％近くが出てしまっており、
一部細かい資材については、既に欠品している物も出始めました。
また何件かのお客様からは、4月末頃に使いたいというお話しも
頂いており、それを含めると、お出し出来る資材量が更に少なく
なることは間違いありません。

そこで改めて皆様にご案内させて頂きます。必要な時に備え、ま
ずはいつでもレンタル資材をご利用頂けるよう手続きを進めませ
んか？
更に、手続きが完了したお客様におかれましても、現場開始ギリ
ギリでレンタル開始するのではなく、少しでも早めて頂ける事を
お勧め致します。

レンタル資材の在庫数には限りがあります。現場はあるが資材が
足りないという状況に陥らない為にも、早い段階での皆様からの
ご連絡をお待ちしております。
※在庫状況など詳しくは各担当営業スタッフにお問い合わせ下さい。

風薫る５月はすがすがしいというイメージがありますが、意外と多いの
が『ヒョウ』による被害です。

ヒョウを降らせる雲は、発達した積乱雲で、この中でヒョウは大きくな
ります。７月や８月にも同じような積乱雲が発達しますが、上空の気温
が５月に比べると高くなるため、地上に落ちてくる途中でヒョウが融け
てしまい、夕立にかわります。ところが５月は、
上空がまだ暖かくなっていないため、ヒョウが融
けずに、そのまま降ってくることが多いのです。

５月の「雷注意報」は、「ヒョウ注意報」とも言え
るので、現場で働いている皆様におかれましては、
ヒョウによる建物・窓ガラス破損に巻き込まれ、
怪我などの被害にあわれないよう十分ご注意下さい。

“建設作業員不足”―　東日本大震災以降、TVや新聞など、多く見聞きする言葉になりました。
2000年代以降の公共投資の減少で、建設投資は1992年度の80兆円超から2011年度には約半分に落ち込み、それに伴って受注競争が激化する中で、建設
作業員の賃金が下がっています。結果、建設業者の数も減り、技術を持つ労働者を中心に人手不足が目立ちはじめました。
深刻化が進む人手不足ですが、『実際にどれぐらい足りていないのか？』という部分については、全国の建設業者の35％が人手不足に陥っているというデータが
出ており、特に被災地では64％の建設業者が人手不足とも言われています。同時に、公共工事の労務費高騰によるコスト上昇から、施工業者が決まらない「入
札不調」も相次いでいるようです。
この人手不足の現状を改善するため、国土交通省は3月29日、公共工事の発注予定価格を決める時に使う賃金の基準（労務単価）を、2013年度は全職種平
均で前年度より15.1％、特に復興工事で人手不足が深刻な被災3県（岩手、宮城、福島）は21.0％引き上げると発表しました。
労務単価の引き上げは2年連続となりますが、上げ幅は1997年度に労務単価を公表し始めて以来、過去最大となります。
国交省は労務単価引き上げ発表と同時に、建設業団体や公共、民間各発注者にも適切な対応を要請し、元請けには適正な価格で
の下請契約やダンピング（過度な安値受注）の排除などを求める考えも示しました。実態に合った人件費高騰に対応するとともに、
デフレ脱却を掲げる安倍内閣の方針も反映しています。
消費税増税やアベノミクスなどの政策の後押しから、今年度は例年以上の工事数を見込まれている方も多いと思いますが、前々
回の足場王通信でお伝えした通り、資材確保の面だけでなく、人材確保の面も合わせ、来たる繁忙期に備えていただけるよう、
今後も様々な角度からの情報を集め、皆様にお届けしていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本経済新聞・朝日新聞　参照）

『労務単価引上げ』

レンタル資材 あと残り僅か！
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自宅中心に過ごす …27.1％

海外旅行 …25.3％

国内旅行 …21.2％

帰省 …10.4％

その他（仕事を含む） …10.4％

日帰り旅行 …5.5％


